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1. GUIとCUI

GUI（Graphical User Interface）
マウス、アイコン、メニュー、ダイアログ、ウィンドウ

→Windows、MacOS、X Window System(Unix)

CUI（Character User Interface）
　キーボード、コマンドライン

→コマンドプロンプト、 Unix、MS-DOS

2つのインターフェイス

コマンドプロンプトはCUIのインターフェイスをもつ
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1.1. GUIは万能か?

マウスやアイコンを使うので操作が直感的

WYSIWYG（What You See Is What You Get) 

アプリケーションソフトの操作が統一される

　　

メリットばかりのように思えるが…

アプリケーションソフトは小回りがきかない

アプリケーションソフト同士の連携が難しい

自動処理・一括処理が苦手
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1.2. CUIとテキスト処理

CUIの特長は…

プログラムを組み合わせるので小回りがきく

自動処理・一括処理ができる

　　

CUIはテキスト処理に適したインターフェイス

テキスト処理の要件は…

データにあわせたケースバイケースの対応

大量の一括処理
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1.3. コマンドプロンプトの3つの道具

コマンド
コマンドプロンプトで標準で提供される「命令」、ファイル操作・ディ
レクトリ操作が主体 （2.1.～2.15.）

コンソールプログラム
コマンドプロンプト上で動作する既成のプログラム、ふつう単独
で動作する （2.22～2.23.）

スクリプト言語
スクリプト（プログラムの一種）を実行・開発するための環境、ス
クリプトを実行するには言語本体のインストールが必要 （3.1～）
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リダイレクト
データをファイルから読み書きする （2.17.～2.19.）

パイプ
データをプログラムからプログラムへ直接受け渡しする （2.20.）

バッチファイル
コマンド、コンソールプログラム、スクリプト言語を一括実行、複
数ファイルの処理もできる （2.21.～2.22.）

1.4. 道具を連携させるための仕組み
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2. コマンドプロンプト

起動画面 (2.1.)

カレントディレクトリ (2.2.)

コマンドのオプション (2.14.-15.)

よく使うその他のコマンド (2.16.)

ファイルの作成 (2.3.)

ファイルの一覧 (2.4.)

ファイルの内容の表示 (2.5.)

サブディレクトリの作成 (2.6.)

サブディレクトリへ移動 (2.7.)

ディレクトリツリーの表示 (2.8.)

ファイルのコピー (2.9.-10.)

ファイルの移動 (2.11.)

ファイル名の変更 (2.12.)

標準入力・標準出力 (2.17.)

リダイレクト (2.18.-20.)

パイプ (2.21.)

バッチファイル (2.22.-23.)

コンソールプログラム (2.24.-25.)

コマンドサーチパス (2.26.)
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2.1. 起動画面

起動 ［スタート|すべてのプログラム|アクセサリ|コマンドプロンプト］
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2.2. カレントディレクトリ

cd カレントディレクトリの表示

d:¥corpus>cd

d:¥corpus ←カレントディレクトリが表示される

d:¥corpus>　←コマンド入力待ち状態
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2.3. ファイルの作成

copy con ファイル名 画面からの入力をファイルに書き込む

d:¥corpus>copy con first.txt　←conはコンソール

This is a text file.

^Z ←[Ctrl-Z]を入力

1 個のファイルをコピーしました。

　　　　　　　↑ファイルが作成された
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2.4. ファイルの一覧

dir カレントディレクトリのファイルの一覧

d:¥corpus>dir

ドライブ C のボリューム ラベルがありません。

ボリューム シリアル番号は xxxx-xxxx です

d:¥corpus のディレクトリ

2003/10/25  10:30    <DIR>          . 

2003/10/25  10:30    <DIR>          ..

2003/10/25  10:35                22 first.txt

↑先ほどのファイルが表示された

:
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2.5. ファイルの内容の表示

type ファイル名 ファイルの内容の表示

d:¥corpus>type first.txt

This is a text file.

　↑ファイルの内容が表示される
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2.6. サブディレクトリの作成

md ディレクトリ名 ディレクトリの作成

d:¥corpus>md sub　

d:¥corpus>dir

:

2003/10/25  10:30    <DIR>          .

2003/10/25  10:30    <DIR>          ..

2003/10/25  10:30               22 first.txt

2003/10/25  10:30    <DIR>          sub

↑作成したディレクトリが表示された

:
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2.7. サブディレクトリへ移動

cd ディレクトリ名 ディレクトリの移動

d:¥corpus>cd sub

d:¥corpus¥sub>

↑subディレクトリに移動

d:¥corpus¥sub>cd .. ←..は親ディレクトリを表す

d:¥corpus>

↑親ディレクトリに移動
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2.8. ディレクトリツリーの表示

d:¥corpus>md sub¥sub2　←subの下にsub2を作成

d:¥corpus>tree

フォルダ パスの一覧

ボリューム シリアル番号は xxxxxxxx xxxx:xxxx です

C:. ←.（ピリオド）はカレントディレクトリ

└─sub

└─sub2

tree ディレクトリ名 ディレクトリツリーの表示
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2.9. ファイルのコピー 1

d:¥corpus>copy first.txt second.txt

1 個のファイルをコピーしました。

copy コピー元 コピー先 ファイルのコピー

d:¥corpus>dir /b *.txt

　　　　　　　　　　↑テキストファイルをまとめて指定

　　　　　　　　　　　　　　（ワイルドカード）

first.txt

second.txt

dir /b ファイル名 ファイル名・ディレクトリ名だけを表示
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2.10. ファイルのコピー 2

copy ファイル名 ディレクトリ名 ファイルをディレクトリにコピー

d:¥corpus>copy *.txt sub

　　　　　　↑テキストファイルをsubにコピー

first.txt

second.txt

2 個のファイルをコピーしました。

d:¥corpus>dir /b sub¥*.txt

first.txt

second.txt
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2.11. ファイルの移動

move ファイル名 移動先ディレクトリ ファイルの移動

d:¥corpus>move sub¥*.txt sub¥sub2

　　　　　　↑subのテキストファイルをsub¥sub2に移動

d:¥corpus¥sub¥first.txt

d:¥corpus¥sub¥second.txt

d:¥corpus>dir /b sub¥sub2¥*.txt

first.txt

second.txt
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2.12. ファイル名の変更

ren 元のファイル名 変更後のファイル名 ファイル名の変更

d:¥corpus>ren first.txt 1st.txt

　　　　　　↑first.txtを1st.txtに変更

d:¥corpus>ren second.txt 2nd.txt

　　　　　　↑second.txtを2nd.txtに変更

d:¥corpus>dir /b *.txt

1st.txt

2nd.txt
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2.13. 基本コマンドのまとめ

cd change directory

copy

* 引数なしのcdはカレントディレクトリの表示

ファイルのコピー

dir directory ファイルの一覧

type ファイルの内容の表示

md make directory ディレクトリの作成

tree ディレクトリツリーの表示

move ファイルの移動

ren rename ファイル名の変更

ディレクトリの移動*
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2.14. dirコマンドのオプション 1

d:¥corpus>dir /b /ad

sub

dir /b /ad ディレクトリだけを表示

d:¥corpus>dir /b /aa

1st.txt

2nd.txt

dir /b /aa ファイルだけを表示



2003/10/25 コマンドプロンプト Slide 22

2.15. dirコマンドのオプション 2

d:¥corpus>dir /b /aa /s

d:¥corpus¥1st.txt

d:¥corpus¥2nd.txt

d:¥corpus¥sub¥sub2¥first.txt

d:¥corpus¥sub¥sub2¥second.txt

dir /b /aa /s サブディレクトリのファイルも表示
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2.16. よく使うその他のコマンド

削除

del delete

rd remove directory ファイルのコピー

ディレクトリの移動*

正規表現を使ってファイル
から文字列を検索

find stringfindstr

ファイル

ファイルから文字列を検索find

file comparefc ファイルの内容の比較

環境設定

環境変数の設定set

path コマンドサーチパスの設定
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2.17. 標準入力･標準出力

d:¥corpus>sort　←データを並べ替えるコマンド

abc　←これが標準入力
abb

aad

^Z　←[Ctrl-Z]を入力、入力の終わり

標準入力・標準出力

コマンドやコンソールプログラムの結果はふつう画面（コンソール）

に出力される。これは、標準の出力先として画面が指定されてい

るためである。これを標準出力という。同様に、ふつうキーボード

から入力する標準の入力先のことを標準入力という。
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2.18. リダイレクト 1

d:¥corpus>echo redirect test　←画面に文字列を表示
redirect test

d:¥corpus>echo redirect test > redirect.txt

　　　　　↑今度はリダイレクトしてファイルに落とす
d:¥corpus>type redirect.txt

redirect test

> (標準出力のリダイレクト)

リダイレクトを使うと、標準の出力先を画面からファイルに切り替

えることができる。標準出力のリダイレクトには>を使う。リダイレ
クトしてファイルに出力することを「ファイルに落とす」という。



2003/10/25 コマンドプロンプト Slide 26

2.19. リダイレクト 2

d:¥corpus>copy on before.txt

abc

abb

aad

^Z　←[Ctrl-Z］を入力

　　　　　 1 個のファイルをコピーしました。

d:¥corpus>sort < before.txt

aad

abb

abc

< (標準入力のリダイレクト)

標準入力もリダイレクトすれば、入力先をキーボードからファイル

に切り替えることができる。記号は<を使う。
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2.20. リダイレクト 3

d:¥corpus>sort < before.txt > after.txt

d:¥corpus>type after.txt

aad

abb

abc

フィルタ < 入力ファイル > 出力ファイル

標準入力から読み込み標準出力に書き出すsortのようなプログ
ラムは、リダイレクトを使えばファイルから読み込んでファイルに

書き出すことができる。こうしたタイプのプログラムをフィルタという。



2003/10/25 コマンドプロンプト Slide 28

2.21. パイプ

d:¥corpus>type before.txt | sort

aad

abb

abc

d:¥corpus>type before.txt | sort > after.txt

| (パイプ)

あるプログラムの標準出力を別のプログラムの標準入力に連結

することをパイプという。リダイレクトとは違い、標準出力をいった

んファイルに落とす必要がない。複数のフィルタをパイプで連結す

れば、あたかも1つのプログラムのように実行することができるの
で、柔軟で高度なテキスト処理が可能になる。パイプの記号には|
を使う。
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2.22. バッチファイル 1

d:¥corpus>notepad test.bat

バッチファイル

複数のコマンドやプログラムを連続して実行することのできるファ

イル。拡張子には.batを使う。

d:¥corpus>dir test.bat

:

2003/10/25  10:50                47 test.bat
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2.23. バッチファイル 2

d:¥corpus>test　 ←拡張子.batは省略できる

d:¥corpus>echo This is a simple batch file.

This is a simple batch file.

d:¥corpus>dir /b *.txt

1st.txt

2nd.txt

redirect.txt

before.txt

after.txt



2003/10/25 コマンドプロンプト Slide 31

2.24. コンソールプログラム 1

　　GNU Utilities for Win32

Unix上のGNU UtilitiesのWindows版(日本語非対応)
http://unxutils.sourceforge.net/

文字、単語、行のカウントword countwc

ソート済みのファイルから
重複行を削除

uniqueuniq

ファイルの末尾を表示tail

行番号を振るnumber linenl

ファイルの先頭を表示directoryhead

concatenatecat ファイルの表示と連結

TextUtilsの一部
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2.25. コンソールプログラム 2

RTFコンバータ （針谷壮一氏）
　・RTF（リッチテキストフォーマット）をテキストファイルに変換
　・テキストファイルの文字コード変換（80種類の文字コードに対応）
　 http://www5b.biglobe.ne.jp/~harigaya/rtfcnv.html

HtoX32c （T-Matsuo氏）
　HTMLファイルをテキストファイルに変換（欧文は英語のみ)　
　 http://win32lab.com/fsw/htox.html

pdftotext
　PDFファイルをテキストファイルに変換
　 http://www.foolabs.com/xpdf/download.html

テキストファイル変換プログラム
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2.26. コマンドサーチパスの設定

コンソールプログラムを実行するには、あらかじめその実行ファイル

があるディレクトリをコマンドサーチパスに登録しておく必要がある。

この作業を「パスを通す」という。パスが通っていないと、プログラム

をインストールしても利用することはできない。

ここでは、abc.exeというコンソールプログラムがc:¥abcにインストー
ルされていると仮定して、パスを通してみよう（Windows XP）。

・［スタート｜マイコンピュータ］をクリック

・［システムの情報を表示する］をクリック

・［詳細設定］タブをクリック

・［環境変数］をクリック

・［システム環境変数］から［path］をクリックし、［編集］をクリック

・［変数値］の最後にc:¥abcを追加する
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2.27. コマンドプロンプトの参考文献

岡田庄司 『プチリファレンス Windows DOSプロンプト』、秀和シス
テム、2002

天野司 『Windows XP/2000 コマンドプロンプト』、技術評論社、
2002

中尾浩・赤瀬川史朗・宮川真悟 『コーパス言語学の技法 I ー テキ
スト処理入門』、夏目書房、2002

市川昭彦 『Windows XPのコマンドプロンプト入門』、ディーアート、
2001
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3. Perl

Perlの特徴

最も広く使われているスクリプト言語

強力な正規表現、テキスト処理に最適

コンソールプログラムとの違い　　

スクリプトと呼ばれるプログラムを用意する

スクリプトには拡張子.plがつく

スクリプトの実行には、Perl本体をインストールして

おく必要がある
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3.1. インストール

1. 次のURLにアクセスし、ユーザ登録する（無料）。
http://www.activestate.com/Products/Download/Register.plex
?id=ActivePerl

2. 次の画面に進み、バージョン5.8.0（2003年10月現在）のWindows用
（MSI）をダウンロードする。Microsoft Installerがインストールされて
いない機種（98/Me, NT）では、同じページからInstallerをダウンロード
しインストールしておく必要がある。

3. ダウンロードしたファイルActivePerl-5.8.0.806-MSWin32-
x86.msiを実行し、指示に従ってインストールを行う。
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3.2. インストールの確認

perl -v バージョンの表示

d:¥corpus>perl -v

This is perl, v5.8.0 built for MSWin32-x86-multi-
thread

(with 1 registered patch, see perl -V for more 
detail)

Copyright 1987-2002, Larry Wall

Binary build 806 provided by ActiveState Corp. 
http://www.ActiveState.com

Built 00:45:44 Mar 31 2003
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3.3. ワンライナー

ワンライナー コマンドラインに書いた1行プログラム

perl -e "コード" ワンライナーの実行（Windowsではコード
はダブルクオート（"）で囲む）

エスケープ コード中に"を使うときは¥"のようにする。

d:¥corpus>perl –e ”print ¥”Howdy, Perl!¥n¥””

Howdy, Perl!
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3.4. スクリプト

[ファイル|メモ帳の終了]

をクリックして、ファイルを

保存する

スクリプト プログラムの設計図となるテキストファイル

d:¥corpus>notepad howdy.pl

perl スクリプト名 スクリプトの実行

d:¥corpus>perl howdy.pl

Howdy, Perl!
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3.5. Perlの参考文献

深沢千尋『すぐわかるPerl』、技術評論社、1999

Randal L. Schwartz 『初めてのPerl　第3版』、オライリージャパ
ン、2003

Andrew L. Johnson 『プログラミング言語Perlマスターコース』、
ピアソン・エデュケーション、2000

中尾浩・赤瀬川史朗 『コーパス言語学の技法 II ー 実践テキスト処
理』、夏目書房、2003（近刊）
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XML文書コーパスの作成

センテンス、パラグラフの区切りの明確化

基本的なコーパス処理を網羅

単語・n-gram頻度, grep, KWIC, コロケーション, 統計値

柔軟な出力

ファイルごとの個別処理、複数ファイルの一括処理

プレーンテキスト、HTMLファイルの2つの出力形式

フリーウェア

4. CAT (Corpus Analysis Toolkit)
http://www.biwa.ne.jp/~aka-san/cat/
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4.1. CATの概要

テキストファイル

コーパス分析
cat.pl

・単語頻度
・n-garm頻度
・grep
・KWICコンコーダンス
・コロケーション
・統計値

テキスト整形

XML文書コーパス化
mkcorpus.pl

XML文書
コーパス

テキストファイル

htmlファイル

出力
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4.2. 準備（モジュールのインストール）

ppm3 ActiveState Perlに付属するモジュールインストーラ

d:¥corpus>ppm3

PPM - Programmer's Package Manager version 3.0.1.

:

ppm> search sentence

Searching in Active Repositories

:

3. Lingua-EN-Sentence [0.25] Module for splitting text

:

ppm> install 3

Package 3:

====================

Install 'Lingua-EN-Sentence' version 0.25 in ActivePerl 5.8.0.805.

====================

Downloaded 5614 bytes.

:

Successfully installed Lingua-EN-Sentence version 0.25 in ActivePerl 
5.8.0.805.

ppm> quit

文書コーパス作成スクリプトmkcorpus.plで使用するモジュール
Lingua::EN::Sentenceをインストール
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4.3. XML文書コーパスの作成

サンプルテキスト

Project Gutenberg http://promo.net/pg/
George Bernard Shaw  "Man and Superman", etc.

不要な情報を削除し、段落の終わりに空行を挿入する

テキスト整形

XML文書コーパス作成

perl mkcorpus.pl -i=ファイル名

d:¥corpus>perl mkcorpus.pl -i=mands.txt

Done: mands.txt => mands.xml, mands.html

*mands.txtは整形済みテキスト
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4.4. XML文書コーパスの構造

paragraph ID

document ID

sentence ID
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4.5. 処理名の指定

単語頻度 perl cat.pl --freq

n-gram頻度 perl cat.pl --ngram

grep perl cat.pl --grep

KWICコンコーダンス perl cat.pl --kwic

コロケーション（頻度） perl cat.pl --col

コロケーション（統計値） perl cat.pl --stat

perl cat.pl --処理名 スクリプト名の次に処理名を指定する。
処理名の先頭にはハイフンを2つ置く。
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4.6. 共通オプション 1

-i=入力ファイル名　（必須）

入力先となるコーパスファイルを指定する。コーパスファイルは
mkcorpus.plで作成したXML文書コーパスに限る。複数のファ
イルを指定するときはワイルドカードを使う。

-o=出力ファイル名　（省略可）

出力先のファイル名のベースネーム（ファイル名の拡張子を除
いた部分）を指定する。テキストファイルとして出力するときは拡
張子.txt、htmlファイルのときは.htmlが付加される。指定がな
いときは、入力ファイルのベースネームに各処理ごとの拡張子
と.txtまたは.htmlが付加される。たとえば、入力ファイルが
mands.xmlで単語頻度を行なった場合、出力ファイル名は
mands.frq.txtまたはmands.frq.htmlになる。
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4.7. 共通オプション 2

-1　（省略可）　

コーパスファイルごとに1つの出力ファイルを作成する。指定が
ないときは、複数のコーパスファイルに対し、1つの出力ファイル
が作成される。

-h　（省略可）

htmlファイルを出力する。指定がないときはプレーンテキストを
出力する。
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4.8. 単語頻度 1　頻度順

--freq -i=ファイル名

d:¥corpus>perl cat.pl --freq -i=mands.xml

---------------------------------------------------

CAT (Corpus Analysis Toolkit) ver. 1.00  Copyright 
---------------------------------------------------

INPUT: c:¥corpus¥mands.xml

OUTPUT: c:¥corpus¥mands.frq.txt

d:¥corpus>notepad mands.frq.txt
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4.9. 単語頻度 2　頻度順

perl cat.pl --freq -i=mands.xml の結果
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4.10. 単語頻度 3　アルファベット順

--freq -i=ファイル名 -a

d:¥corpus>perl cat.pl --freq -i=mands.xml -a

[↑]キーを押すと下線のコマンドが出てくる

:

d:¥corpus>notepad mands.frq.txt　←[↑]キーを押す

*オプションの指定の順序は任意
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4.11. 単語頻度 4　アルファベット順

perl cat.pl --freq -i=mands.xml -a の結果



2003/10/25 CAT (Corpus Analysis Toolkit) Slide 53

4.12. 単語頻度 5　数字排除

--freq -i=ファイル名 -a -n

d:¥corpus>perl cat.pl --freq -i=mands.xml -a -n

　　　　　　[↑]キーを押す

:

d:¥corpus>notepad mands.frq.txt　←[↑]キーを押す
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4.13. 単語頻度 6　数字排除

perl cat.pl --freq -i=mands.xml -a -n の結果
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4.14. 単語頻度 7　低頻度語排除

--freq -i=ファイル名 -n -f=5 低頻度語排除

d:¥corpus>perl cat.pl --freq -i=mands.xml -n -f=5

:

d:¥corpus>notepad mands.frq.txt
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4.15. 単語頻度 8　低頻度語排除

[Ctrl-End]でファイル
の末尾にジャンプ

perl cat.pl --freq -i=mands.xml -n -f=5 の結果
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4.16. 単語頻度 9　htmlファイル出力

--freq -i=ファイル名 -n -f=5 -h htmlファイル出力

d:¥corpus>perl cat.pl --freq -i=mands.xml -n -f=5 -
h

:

OUTPUT: c:¥corpus¥mands.frq.html

d:¥corpus>mands.frq.html　←ブラウザの起動
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4.17. 単語頻度 10　htmlファイル出力

KWICコンコーダンス以外のhtmlファイルはExcel互換なので、[ファ
イル|Microsoft Excel ...で編集]を選ぶとExcelで編集できる



2003/10/25 CAT (Corpus Analysis Toolkit) Slide 59

4.18. 単語頻度 11　複数ファイル集計処理

--freq -i=*.xml -n -f=5

d:¥corpus>perl cat.pl --freq -i=mand.xml -n -f=5

[↑]キーを押して、以前のコマンドを表示

d:¥corpus>perl cat.pl --freq -i=*.xml -n -f=5

カーソルを戻して、mand.xmlを*.xmlに変える

INPUT: c:¥corpus¥pygml.xml

INPUT: c:¥corpus¥mands.xml　←2つのファイルの読み込み

OUTPUT: result.frq.txt
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d:¥corpus>perl cat.pl --freq -i=*.xml -n -f=5 -1

:

Done: c:¥corpus¥pygml.xml => c:¥corpus¥pygml.frq.txt

Done: c:¥corpus¥mands.xml => c:¥corpus¥mands.frq.txt

↑入力ファイルごとにファイル出力

4.19. 単語頻度 12　複数ファイル個別処理

--freq -i=*.xml -n -f=5 -1

-a 

-f=<n>

-n 数字を排除。

表示する最低頻度を指定。

アルファベット順に表示。指定がないときは頻
度順。
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4.20. n-gram頻度 1　bigram

--ngram -z=2 -i=ファイル名

d:¥corpus>perl cat.pl --ngram -z=2 -i=mands.xml

:

INPUT: c:¥corpus¥mands.xml

OUTPUT: c:¥corpus¥mands.2gm.txt

d:¥corpus>notepad mands.2gm.txt

You once asked me why I did not write a Don Juan play.
↓ 文頭の単語の正規化

you once asked me why I did not write a Don Juan play.
↓ bigramの抽出　　　　

you once, once asked, asked me, me why, why I, I did ...
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4.21. n-gram頻度 2　bigram

perl cat.pl --ngram -z=2 -i=mands.xml の結果
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4.22. n-gram頻度 3　trigram

--ngram -z=3 -i=ファイル名 trigram

d:¥corpus>perl cat.pl --ngram -z=3 -i=mands.xml

:

INPUT: c:¥corpus¥mands.xml

OUTPUT: c:¥corpus¥mands.3gm.txt

d:¥corpus>notepad mands.3gm.txt

-a アルファベット順に表示。指定がないときは頻
度順。

-f=<n> 表示する最低頻度を指定。指定がないときはす
べて表示。

-z=<n> n-gramのサイズ。2～10まで指定可能。
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4.23. n-gram頻度 4　trigram

perl cat.pl --ngram -z=3 -i=mands.xml の結果
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4.24. grep 1　センテンス単位

d:¥corpus>perl cat.pl --grep -k=love -i=*.xml

:

INPUT: c:¥corpus¥pygml.xml

INPUT: c:¥corpus¥mands.xml

OUTPUT: result.grp.txt

d:¥corpus>notepad result.grp.txt

--grep -k=キーワード -i=ファイル名
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4.25. grep 2　センテンス単位

perl cat.pl --grep -k=love -i=*.xml の結果
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4.26. grep 3　パラグラフ単位

d:¥corpus>perl cat.pl --grep -k=love -i=*.xml -p

:

OUTPUT: result.grp.txt

d:¥corpus>notepad result.grp.txt

--grep -k=キーワード -i=ファイル名 -p
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4.27. grep 4　パラグラフ単位

perl cat.pl --grep -k=love -i=*.xml -p の結果
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4.28. grep 5　htmlファイル出力

d:¥corpus>perl cat.pl --grep -k=love -i=*.xml -h

:

d:¥corpus>result.grp.html

--grep -k=キーワード -i=ファイル名

htmlファイル
にジャンプ
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4.29. grep 6　キーワードを指定するときの注意

-k="good enough"　

2語以上の連続したパターンを指定するときはスペースを含む
のでダブルクオートで囲む。

-k="love?(|d|s|ing)"　

正規表現の選択を表す|を使うときは、パイプと解釈されないよ
うにダブルクオートで囲む。

-k=<s> 

-p パラグラフ単位で検索する。指定のないときは
センテンス単位。

キーワードを指定する。
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4.30. KWICコンコーダンス 1　センテンス単位

d:¥corpus>perl cat.pl --kwic -k=love -i=*.xml

:

INPUT: c:¥corpus¥pygml.xml

INPUT: c:¥corpus¥mands.xml

OUTPUT: result.kwc.txt

d:¥corpus>notepad result.kwc.txt

--kwic -k=キーワード -i=ファイル名
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4.31. KWICコンコーダンス 2　センテンス単位

perl cat.pl --kwic -k=love -i=*.xml の結果
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4.32. KWICコンコーダンス 3　パラグラフ単位

d:¥corpus>perl cat.pl --kwic -k=love -i=*.xml -p

:

OUTPUT: result.kwc.txt

d:¥corpus>notepad result.kwc.txt

--kwic -k=キーワード -i=ファイル名 -p
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4.33. KWICコンコーダンス 4　パラグラフ単位

perl cat.pl --kwic -k=love -i=*.xml -p の結果
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4.34. KWICコンコーダンス 5　桁数指定

d:¥corpus>perl cat.pl --kwic -k=love -i=*.xml -w=90

:

OUTPUT: result.kwc.txt

--kwic -k=キーワード -i=ファイル名 -w=桁数 桁数指定

d:¥corpus>perl cat.pl --kwic -k=love -i=*.xml -h

:

OUTPUT: result.kwc.html

d:¥corpus>result.kwc.html

--kwic -k=キーワード -i=ファイル名 -h htmlファイル出力
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4.35. KWICコンコーダンス 6　htmlファイル出力

ソートキー2つで左右5語の並べ替え

ただし、実際に使えるのは数百件程度まで
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4.36. KWICコンコーダンス 7

-k=<s> 

-p

-w=<n> コンコーダンスラインの桁数を指定する。40～
100までの範囲で指定。指定のないときは80。

パラグラフ単位でコンコーダンスラインを作成
する。指定のないときはセンテンス単位。

キーワードを指定する。
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4.37. コロケーション（頻度順） 1

d:¥corpus>perl cat.pl --col -s=5 -k=love -i=*.xml -
h

:

OUTPUT: result.col.html

d:¥corpus>result.col.html

--col -s=数字 -k=キーワード -i=ファイル名 -h

d:¥corpus>perl cat.pl --col -s=5 -k=love -i=*.xml -
h -f=5

:

OUTPUT: result.col.html

--col -s=数字 -k=キーワード -i=ファイル名 -h -f=最低頻度
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4.38. コロケーション（頻度順） 2

5L～5Rまえの位置ごとのcollocateが頻度順で表示される。印刷
するときはExcelを使えば縮小印刷ができる。
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4.39. コロケーション（頻度順） 3

-s=数字のみ　

数字で指定した前後の共起語を計数する。

-s=±数字　

＋の場合はノードの右の共起語のみ、－の場合は左の共起語
のみを計数する。

スパンの指定のしかた

-f=<n> 表示する最低頻度を指定する。

-k=<s> 

-p パラグラフ単位で共起語を採取する。指定のな
いときはセンテンス単位。

キーワードを指定する。
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4.40. コロケーション（統計値） 1

d:¥corpus>perl cat.pl --stat -s=3 -m=FMT -k=love -

i=*.xml -h -f=5　　　　　　　　　　　　　　　　↑

　統計値として、単純頻度、MIスコア、Tスコアを指定

:

OUTPUT: result.stat.html

d:¥corpus>result.stat.html

--stat -s=数字 -m=統計値 -k=キーワード -i=ファイル名 -h

F

M

3 MI3スコア

MIスコア

単純頻度 T

Z

L Log-log

Zスコア

Tスコア
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4.41. コロケーション（統計値） 2

Overall Rankとは、使用した統計値（以下ではMI ScoreとT-
score）のランクの高い順に重みをつけて、総合評価した数値。

25項目

24点
25点 49点
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4.42. コロケーション（統計値） 3

-f=<n> 表示する最低頻度を指定する。

-m=<s> 使用する統計値を指定。指定できる統計値の
種類については前項（4.27.）を参照。

-k=<s> 

-p

-s=<n> スパンを指定する。指定のしかたはコロケーショ
ン（頻度順）と同じ（4.25.）。

パラグラフ単位で共起語を採取する。指定のな
いときはセンテンス単位。

キーワードを指定する。

統計値の算出方法については、以下のURLを参考にした。
http://homepage.mac.com/bncweb/manual/bncwebman-
collocation.htm
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4.43. Perlによるコーパス処理 参考URL

NSP (N-gram Statistics Package),　Ted Pedersen 
N-gramプログラム

　 http://www.d.umn.edu/~tpederse/nsp.html

Serge Sharoff's personal pageTools for working with 
parallel corpora and studying contrastive semantics,　
Serge Sharoff 
コーパス作成・分析プログラム

http://www.comp.leeds.ac.uk/ssharoff/concordance-fr.html

Dan Melamed's NLP Tools 
テキスト処理・統計処理プログラム

http://www.cs.nyu.edu/~melamed/software.html
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